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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年2月21日(2013.2.21)

【公開番号】特開2011-142395(P2011-142395A)
【公開日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
【出願番号】特願2010-674(P2010-674)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  11/00    　　　　
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月28日(2012.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段よりも被写体側に配置される光学部材と、
　前記撮像手段を撮影者側で保持すると共に、前記光学部材を被写体側で保持する保持部
材と、
　前記保持部材の撮影者側に設けられ、前記撮像手段を前記保持部材に固定した際に、前
記撮像手段と前記保持部材の間を封止して密閉空間を形成する第一の封止部材と、
　前記保持部材の被写体側に設けられ、前記光学部材を前記保持部材に固定した際に、こ
れら光学部材と保持部材の間を封止して密閉空間を形成する第二の封止部材とを備え、
　前記第一の封止部材と前記第二の封止部材は分離して形成され、
　前記第二の封止部材の底面は、前記第一の封止部材の底面よりも前記撮像手段側へ突出
していることを特徴とする撮像ユニット。
【請求項２】
　前記第一の封止部材と前記第二の封止部材は光軸に垂直な方向にオフセットして配置さ
れ、
　前記第一の封止部材は前記第二の封止部材より光軸に近い位置に配置されることを特徴
とする請求項１に記載の撮像ユニット。
【請求項３】
　前記光学部材に振動を与える加振手段を備え、
　前記加振手段が前記光学部材に振動を与えたときに、前記光学部材に出現する振動の節
部が前記第二の封止部材に接触することを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像ユニッ
ト。
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【請求項４】
　前記第一の封止部材は弾性部材で構成されており、前記保持部材に一体成型されている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像ユニット。
【請求項５】
　前記第二の封止部材は弾性部材で構成されており、前記保持部材に一体成型されている
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像ユニット。
【請求項６】
　前記光学部材は光学ローパスフィルタであることを特徴とする請求項１乃至５のいずれ
か１項に記載の撮像ユニット。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像ユニットを備えることを特徴とする撮像装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の撮像ユニットは、撮像手段と、前記撮像手段よりも被写体側に配置される光学
部材と、前記撮像手段を撮影者側で保持すると共に、前記光学部材を被写体側で保持する
保持部材と、前記保持部材の撮影者側に設けられ、前記撮像手段を前記保持部材に固定し
た際に、前記撮像手段と前記保持部材の間を封止して密閉空間を形成する第一の封止部材
と、前記保持部材の被写体側に設けられ、前記光学部材を前記保持部材に固定した際に、
これら光学部材と保持部材の間を封止して密閉空間を形成する第二の封止部材とを備え、
前記第一の封止部材と前記第二の封止部材は分離して形成され、前記第二の封止部材の底
面は、前記第一の封止部材の底面よりも前記撮像手段側へ突出していることを特徴とする
。
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